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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第91期
第３四半期
連結累計期間

第92期
第３四半期
連結累計期間

第91期
第３四半期
連結会計期間

第92期
第３四半期
連結会計期間

第91期

会計期間

自 平成22年
   １月１日
至 平成22年
   ９月30日

自 平成23年
   １月１日
至 平成23年
   ９月30日

自 平成22年
   ７月１日
至 平成22年
   ９月30日

自 平成23年
   ７月１日
至 平成23年
   ９月30日

自 平成22年
   １月１日
至 平成22年
   12月31日

売上高 (百万円) 58,706 64,364 19,935 20,929 80,030

経常利益 (百万円) 933 1,412 202 94 1,667

四半期(当期)純利益 (百万円) 1,222 1,758 366 250 1,205

純資産額 (百万円) ― ― 31,245 32,829 31,386

総資産額 (百万円) ― ― 85,804 86,214 88,347

１株当たり純資産額 (円) ― ― 510.24 536.37 512.66

１株当たり四半期(当期)純利益金
額

(円) 19.96 28.73 5.98 4.10 19.69

潜在株式調整後１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 36.4 38.1 35.5

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 70 5,500 ― ― 856

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △ 2,892△ 2,449 ― ― △ 2,969

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △ 583 △ 2,901 ― ― △ 860

現金及び現金同等物の四半期末
(期末)残高

(百万円) ― ― 7,123 7,683 7,553

従業員数 (人) ― ― 1,946 2,009 1,928

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在していないため記載して

おりません。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況
　 平成23年９月30日現在

従業員数(人) 2,009 ［495］

(注) １．従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は［ ］内に当第３四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載し

ております。

２．従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除いております。

３．臨時従業員には、パートタイマー及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いております。

　
(2) 提出会社の状況
　 平成23年９月30日現在

従業員数(人) 1,134

(注) 従業員数は就業人員であり、当社から他社への出向者を除いております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 金額(百万円) 前年同四半期比(％)

合成樹脂事業

　合成樹脂製品 11,679 ―

新規材料事業

  光学機能性フィルム等 5,117 ―

建材事業

  加工合板

  パーティクルボード

  加工ボード

  小計

574

1,071

527

2,173

―

―

―

―

合計 18,970 ―

(注) １．金額は、販売価格によっております。
２．上記金額には、消費税等を含んでおりません。

　
(2) 受注状況

当社グループはその他の事業セグメントのうち、宅地造成及び建物建築事業において一部受注生産を行っており、

その受注状況は次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高(百万円) 前年同四半期比(％)受注残高(百万円) 前年同四半期比(％)

その他 128 ― 285 ―

(注) 上記金額には、消費税等を含んでおりません。

　
(3) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 金額(百万円) 前年同四半期比(％)

合成樹脂事業

  合成樹脂製品 12,027 ―

新規材料事業

  光学機能性フィルム等 5,107 ―

建材事業

  加工合板

  パーティクルボード

  加工ボード

  その他建築資材

  小計

601

1,018

471

374

2,465

―

―

―

―

―

その他 1,328 ―

合計 20,929 ―

(注) １．主な相手先別の販売実績及び総販売実績に対する割合は、次のとおりであります。

相手先
前第３四半期連結会計期間 当第３四半期連結会計期間

金額(百万円) 割合(％) 金額(百万円) 割合(％)

住友化学株式会社 2,964 14.9 3,681 17.6

２．上記金額には、消費税等を含んでおりません。
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２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　なお、前事業年度の有価証券報告書の「事業等のリスク」の中で、「(5) 財務制限条項に抵触するリスクについて」の

記載をしておりましたが、第２四半期連結会計期間において財務制限条項を解除したため、当該リスクは解消しており

ます。

　その他について重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、大震災で途絶したサプライチェーンの復旧に伴い、景気は持ち

直しの動きを続けてまいりました。しかし、その一方では欧州の債務問題や米国経済の減速懸念と円高の一層の進展

により、輸出を中心に景気の先行きに対する不透明感が拡がってまいりました。

　このような状況の下、当社グループでは、細やかな拡販努力を重ねるとともに、生産活動を通じて復興への貢献を続

けてまいりました。

　その結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は209億２千９百万円（前年同四半期比5.0％増）となりましたが、液

晶テレビ業界等の在庫調整の影響による稼働率の低下などにより、営業利益は２億５千万円（前年同四半期比23.9％

減）、経常利益は９千４百万円（前年同四半期比53.4％減）、四半期純利益は２億５千万円（前年同四半期比31.5％

減）となりました。

　

　セグメントの業績は次のとおりであります。

 

〔合成樹脂事業〕

　液体輸送用リキッドパック、農業用フィルムなどの製品は販売数量が順調に推移しましたが、産業資材用フィルムは

電子材料分野での在庫調整による影響を受け、販売数量が大幅に減少しました。この結果、売上高は120億２千７百万

円（前年同四半期比0.8％減）となりました。

　営業利益は、上記在庫調整による影響と新エネルギー関連事業の立ち上げが遅れていることにより、６億４千３百万

円（前年同四半期比18.0％減）となりました。

 

〔新規材料事業〕

　液晶テレビ向けの光学フィルムは在庫調整の影響により販売数量が減少しましたが、スマートフォンなどの携帯端

末向けの光学フィルムは販売数量が増加しました。この結果、売上高は51億７百万円（前年同四半期比11.0％増）と

なりました。

　しかし、昨年上市した新素材を用いた位相差フィルムや３Ｄメガネ用途の光学フィルムの固定費が増加したところ

に、液晶テレビ業界の在庫調整の影響を受けたため、営業利益は１億３千６百万円（前年同四半期比41.5％減）とな

りました。

 

〔建材事業〕

　主力のパーティクルボードが、新用途のフロアー用台板の拡販や復興需要により、大幅に販売数量を伸ばしました。

　この結果、売上高は24億６千５百万円（前年同四半期比17.2％増）、営業損失は１億９千４百万円（前年同四半期比

１億９千６百万円改善）となりました。

 

〔その他〕

　引き続き好調な木材加工（プレカット）事業に加えて、宅地造成及び建物建築事業において第１、第２四半期連結会

計期間に成約した案件の引渡しが集中したため、売上を大幅に伸ばしました。

　この結果、売上高は13億２千８百万円（前年同四半期比20.6％増）、営業利益は１億３百万円（前年同四半期比

66.7％増）となりました。
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(2) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、第２四半期連結会計期間

末に比べ１億３千５百万円増加し、76億８千３百万円となりました。

　当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況と、それらの要因は次のとおりであります。

 

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

　営業活動により増加した資金は14億３千６百万円（前年同四半期は14億５千４百万円の増加）となりました。

　主な内容は売上債権の減少額16億１千万円、減価償却費12億５千万円による資金の増加と、仕入債務の減少額13億２

百万円による資金の減少であります。

 

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

　投資活動の結果減少した資金は９億５千万円（前年同四半期は７億２千２百万円の減少）となりました。

　これは主に合成樹脂事業における製造設備などの有形固定資産の取得によるものであります。

 

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

　財務活動の結果減少した資金は３億３千４百万円（前年同四半期は13億７百万円の減少）となりました。

　主な内容は短期借入金の純増加額５億３千万円による資金の増加と、長期借入金の返済による支出８億５千６百万

円による資金の減少であります。

　
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更はありません。また、

新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題はありません。

　
(4) 研究開発活動

当第３四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発費は３億３千４百万円であります。

　なお、当第３四半期連結会計期間において研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　
(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画していた重要な設備の新設、除却等につい

て、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はあり

ません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 140,108,000

計 140,108,000

　
② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年11月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 62,074,35162,074,351
東京証券取引所
(市場第一部)

(注)

計 62,074,35162,074,351― ―

(注) 権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であり、単元株式数は1,000株であります。

　
(2) 【新株予約権等の状況】

     　該当事項はありません。

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

     　該当事項はありません。

　
(4) 【ライツプランの内容】

     　該当事項はありません。

　
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成23年７月１日～
平成23年９月30日

― 62,074 ― 8,619 ― 9,068

　
(6) 【大株主の状況】

     　大量保有報告書等の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(7) 【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載することが

できないことから、直前の基準日である平成23年６月30日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】
　 　 　 平成23年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
 普通株式        863,000

― 単元株式数　1,000株

完全議決権株式(その他) 普通株式 　　60,437,000 60,437 同上

単元未満株式 普通株式　　　　774,351 ― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 62,074,351 ― ―

総株主の議決権 ― 60,437 ―

(注) 単元未満株式数には、当社保有の自己株式451株が含まれております。

　
② 【自己株式等】

　 　 平成23年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　大倉工業株式会社
香川県丸亀市中津町

1515番地
863,000 ― 863,000 1.39

計 ― 863,000 ― 863,000 1.39

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成23年
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 330 309 283 302 270 268 288 287 303

最低(円) 234 263 155 246 238 246 262 237 268

(注) 最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。　

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成22年１月１日から平成22年９月30日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結会

計期間（平成23年７月１日から平成23年９月30日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成23年１月１日から平成

23年９月30日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成22年７月１日から平成

22年９月30日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成22年１月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成23年７月１日から平成23年９月30日まで）及び当第３四半期連結

累計期間（平成23年１月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トー

マツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 7,716 7,592

受取手形及び売掛金 22,483 24,192

商品及び製品 4,597 4,066

仕掛品 929 674

原材料及び貯蔵品 3,954 2,979

販売用不動産 151 141

繰延税金資産 835 358

その他 954 2,608

貸倒引当金 △41 △221

流動資産合計 41,580 42,391

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 18,009 18,526

機械装置及び運搬具（純額） 10,579 11,502

土地 6,976 6,935

建設仮勘定 1,806 1,731

その他（純額） 636 553

有形固定資産合計 ※１
 38,008

※１
 39,249

無形固定資産 189 217

投資その他の資産

投資有価証券 5,337 5,518

繰延税金資産 238 87

その他 935 1,007

貸倒引当金 △76 △123

投資その他の資産合計 6,435 6,489

固定資産合計 44,633 45,956

資産合計 86,214 88,347

EDINET提出書類

大倉工業株式会社(E00834)

四半期報告書

11/26



（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 17,814 18,799

短期借入金 9,225 ※４
 11,070

1年内返済予定の長期借入金 2,417 ※４
 1,960

リース債務 645 621

未払法人税等 121 164

設備関係支払手形 955 371

賞与引当金 597 －

建物等除却損失引当金 119 －

その他 5,309 6,422

流動負債合計 37,205 39,410

固定負債

長期借入金 9,616 ※４
 10,478

リース債務 2,790 3,246

繰延税金負債 － 49

退職給付引当金 2,486 2,385

役員退職慰労引当金 242 227

建物等除却損失引当金 － 129

その他 1,043 1,033

固定負債合計 16,178 17,551

負債合計 53,384 56,961

純資産の部

株主資本

資本金 8,619 8,619

資本剰余金 9,068 9,068

利益剰余金 15,278 13,703

自己株式 △415 △411

株主資本合計 32,551 30,980

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 278 405

評価・換算差額等合計 278 405

純資産合計 32,829 31,386

負債純資産合計 86,214 88,347
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年１月１日
　至 平成22年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年９月30日)

売上高 58,706 64,364

売上原価 50,919 55,613

売上総利益 7,787 8,750

販売費及び一般管理費

販売手数料 23 73

運送費及び保管費 1,968 2,124

給料 1,452 1,487

賞与 190 271

賞与引当金繰入額 150 173

役員報酬 206 217

退職給付費用 106 111

役員退職慰労引当金繰入額 40 28

減価償却費 89 92

研究開発費 845 921

貸倒引当金繰入額 5 3

その他 1,474 1,486

販売費及び一般管理費合計 6,553 6,991

営業利益 1,233 1,758

営業外収益

受取利息 6 3

受取配当金 62 64

受取ロイヤリティー 30 －

雑収入 101 101

営業外収益合計 201 170

営業外費用

支払利息 403 357

債権売却損 34 27

為替差損 22 86

雑損失 40 44

営業外費用合計 501 516

経常利益 933 1,412

特別利益

貸倒引当金戻入額 2 183

保証債務戻入額 － 23

固定資産売却益 66 1

特別利益合計 68 207
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年１月１日
　至 平成22年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年９月30日)

特別損失

固定資産除売却損 68 88

投資有価証券評価損 0 25

環境対策費 89 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 8

特別損失合計 158 123

税金等調整前四半期純利益 843 1,497

法人税、住民税及び事業税 218 233

法人税等調整額 △596 △494

法人税等合計 △378 △261

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,758

四半期純利益 1,222 1,758

EDINET提出書類

大倉工業株式会社(E00834)

四半期報告書

14/26



【第３四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

前第３四半期連結会計期間
(自 平成22年７月１日
　至 平成22年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成23年７月１日
　至 平成23年９月30日)

売上高 19,935 20,929

売上原価 17,362 18,301

売上総利益 2,572 2,628

販売費及び一般管理費

販売手数料 8 29

運送費及び保管費 663 678

給料 491 500

賞与引当金繰入額 150 173

役員報酬 73 72

退職給付費用 36 38

役員退職慰労引当金繰入額 6 9

減価償却費 30 31

研究開発費 286 334

貸倒引当金繰入額 0 －

その他 494 509

販売費及び一般管理費合計 2,242 2,377

営業利益 330 250

営業外収益

受取利息 2 1

受取配当金 3 3

雑収入 23 33

営業外収益合計 29 38

営業外費用

支払利息 132 117

債権売却損 10 9

為替差損 5 63

雑損失 10 5

営業外費用合計 157 195

経常利益 202 94

特別利益

貸倒引当金戻入額 5 3

保証債務戻入額 － 0

固定資産売却益 62 0

特別利益合計 68 3

特別損失

固定資産除売却損 25 17

投資有価証券評価損 0 －

特別損失合計 25 17

税金等調整前四半期純利益 244 80

法人税、住民税及び事業税 90 91

法人税等調整額 △212 △261

法人税等合計 △122 △170

少数株主損益調整前四半期純利益 － 250

四半期純利益 366 250
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年１月１日
　至 平成22年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 843 1,497

減価償却費 4,004 3,606

貸倒引当金の増減額（△は減少） △8 △227

退職給付引当金の増減額（△は減少） 126 100

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 28 15

賞与引当金の増減額（△は減少） 557 597

建物等除却損失引当金の増減額（△は減少） － △10

受取利息及び受取配当金 △68 △68

支払利息 403 357

為替差損益（△は益） 31 27

投資有価証券評価損益（△は益） 0 25

固定資産除売却損益（△は益） △10 84

売上債権の増減額（△は増加） △2,422 1,755

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,091 △1,770

その他の流動資産の増減額（△は増加） 242 1,648

仕入債務の増減額（△は減少） △1,156 △985

未払消費税等の増減額（△は減少） △391 △107

その他の流動負債の増減額（△は減少） 150 △430

その他 88 △25

小計 1,327 6,091

利息及び配当金の受取額 67 68

利息の支払額 △449 △396

法人税等の支払額 △875 △262

営業活動によるキャッシュ・フロー 70 5,500

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △2,822 △2,324

有形固定資産の売却による収入 68 51

投資有価証券の取得による支出 △6 △156

貸付金の回収による収入 14 10

その他 △147 △30

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,892 △2,449

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △10 △1,845

長期借入れによる収入 1,690 1,450

長期借入金の返済による支出 △1,814 △1,855

リース債務の返済による支出 △442 △465

自己株式の取得による支出 △6 △4

配当金の支払額 － △181

財務活動によるキャッシュ・フロー △583 △2,901

現金及び現金同等物に係る換算差額 △14 △19

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,419 129

現金及び現金同等物の期首残高 10,543 7,553

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 7,123

※１
 7,683
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日　至 平成23年９月30日)

１　会計処理基準に関する事項の変更

（資産除去債務に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）

を適用しております。

　これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益は、それぞれ１百万円減少しており、税金等調整

前四半期純利益は10百万円減少しております。

　また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は28百万円であります。

 

　

【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日　至 平成23年９月30日)

（四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用に

より、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

 
　

当第３四半期連結会計期間
(自 平成23年７月１日　至 平成23年９月30日)

（四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用に

より、当第３四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

 

　

【簡便な会計処理】

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日　至 平成23年９月30日)

１　棚卸資産の評価方法

当第３四半期連結累計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸高を

基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。

 
２　固定資産の減価償却費の算定方法

減価償却の方法として定率法を採用している固定資産の減価償却費については、連結会計年度に係る減価償却

費の額を期間按分して算定しております。

 

　

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日　至 平成23年９月30日)

１　賞与引当金

従業員賞与の支給に充てるため、支給見込額のうち当第３四半期連結会計期間に属する額を賞与引当金として

計上しております。

　なお、前連結会計年度においては、前連結会計年度に属する従業員への賞与支払額は確定しており、かつその全額

を前連結会計年度末までに支給しているため賞与引当金は計上しておりません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年12月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額

                                   75,537 百万円

 

　２　保証債務

銀行借入に対する保証債務

中讃ケーブルビジョン㈱ 317 百万円

外商合資無錫大倉包装材料

有限公司
83 　〃

計 400 　〃

 
  ３　受取手形割引高は、2,696百万円であります。

 
――――

 

※１　有形固定資産の減価償却累計額 

      　　　　　　　　　　　　　　 73,130 百万円

 

  ２　保証債務

銀行借入に対する保証債務

中讃ケーブルビジョン㈱ 335 百万円

外商合資無錫大倉包装材料

有限公司
86 　〃

計 421 　〃

 
  ３　受取手形割引高は、3,328百万円であります。

 
※４　財務制限条項等

当社は、効率的な資金調達のために取引金融機関７社

とコミットメントライン契約及び取引金融機関10社と

タームローン契約(分割実行可能期間付金銭消費貸借契

約)を締結しております。それぞれの契約に基づく、当連

結会計年度末における借入未実行残高は次のとおりで

あります。

コミットメントライン契約の総額 9,700 百万円

借入実行残高 3,880 　〃

差引 5,820 　〃

 

タームローン契約の総額 8,835 百万円

借入実行残高 8,835 　〃

差引 ― 　〃
 

また、上記それぞれの契約には下記の財務制限条項が

付されております。なお、当該条項に抵触した場合には、

多数貸付人の請求により、契約上のすべての債務につい

て期限の利益を喪失する可能性があります。

（財務制限条項）

　①　各年度の決算期の末日における連結の貸借対照表

における純資産の部の金額を前年同期比75％かつ264億

円以上に維持すること。

　②　各年度の決算期の末日における単体の貸借対照表

における純資産の部の金額を前年同期比75％かつ236億

円以上に維持すること。

　③　各年度の決算期における連結の損益計算書に示さ

れる営業損益が、平成19年12月期以降の決算期につき２

期連続して損失とならないようにすること。但し、平成

20年12月期までの損失については考慮しないものとす

る。

　④　各年度の決算期における単体の損益計算書に示さ

れる営業損益が、平成20年12月期以降の決算期につき２

期連続して損失とならないようにすること。但し、平成

21年12月期までの損失については考慮しないものとす

る。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年１月１日
至 平成22年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
至 平成23年９月30日)

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係
 

現金及び預金 7,161 百万円

預入期間が３か月超の定期預金 △ 37 　〃

現金及び現金同等物 7,123 　〃
 

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 

現金及び預金 7,716 百万円

預入期間が３か月超の定期預金 △ 32 　〃

現金及び現金同等物 7,683 　〃

　

(株主資本等関係)

　当第３四半期連結会計期間末(平成23年９月30日)及び当第３四半期連結累計期間(自 平成23年１月１日　至 平成23年

９月30日)

　１．発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 62,074,351

　
　２．自己株式の種類及び総数

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 866,486

　
　３．新株予約権等の四半期連結会計期間末残高

　　　該当事項はありません。

　
　４．配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年３月24日
定時株主総会

普通株式 183 3.00平成22年12月31日 平成23年３月25日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自 平成22年７月１日　至 平成22年９月30日)

　
合成樹脂
事業
(百万円)

新規材料
事業
(百万円)

建材事業
 

(百万円)

その他の
事業
(百万円)

計
 

(百万円)

消去又は
全社
(百万円)

連結
 

(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

　(1)外部顧客に対する
　　 売上高

12,129 4,599 2,104 1,101 19,935 ― 19,935

　(2)セグメント間の内部
　　 売上高又は振替高 

1 ― ― 124 125 (125) ―

計 12,131 4,599 2,104 1,225 20,060 (125) 19,935

営業利益又は
営業損失(△)

784 233 △ 391 61 688 (358) 330

(注) １．事業区分は、製品の種類、販売市場等の類似性を考慮して区分しております。
２．各事業の主な製品及び事業内容は次のとおりであります。
(1) 合成樹脂事業　　ポリエチレンフィルム、ポリプロピレンフィルム等 
(2) 新規材料事業　　光学機能性フィルム等
(3) 建材事業　　　　加工合板、パーティクルボード、加工ボード、住設機器等
(4) その他の事業　　ホテル事業、宅地造成及び建物建築事業、情報処理システム開発事業及び不動産賃貸
　　　　　　　　　　事業等

　

前第３四半期連結累計期間(自 平成22年１月１日　至 平成22年９月30日)

　
合成樹脂
事業
(百万円)

新規材料
事業
(百万円)

建材事業
 

(百万円)

その他の
事業
(百万円)

計
 

(百万円)

消去又は
全社
(百万円)

連結
 

(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

　(1)外部顧客に対する
　　 売上高

36,17613,329 6,064 3,137 58,706 ― 58,706

　(2)セグメント間の内部
　　 売上高又は振替高 

4 ― ― 383 387 (387) ―

計 36,18013,329 6,064 3,520 59,094 (387) 58,706

営業利益又は
営業損失(△)

2,736 556 △ 1,076 126 2,342(1,108)1,233

(注) １．事業区分は、製品の種類、販売市場等の類似性を考慮して区分しております。
２．各事業の主な製品及び事業内容は次のとおりであります。
(1) 合成樹脂事業　　ポリエチレンフィルム、ポリプロピレンフィルム等 
(2) 新規材料事業　　光学機能性フィルム等
(3) 建材事業　　　　加工合板、パーティクルボード、加工ボード、住設機器等
(4) その他の事業　　ホテル事業、宅地造成及び建物建築事業、情報処理システム開発事業及び不動産賃貸
　　　　　　　　　　事業等

　

【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自 平成22年７月１日　至 平成22年９月30日)及び前第３四半期連結累計期間(自 平成22

年１月１日　至 平成22年９月30日)

　在外子会社及び在外支店がないため、記載を省略しております。

　

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自 平成22年７月１日　至 平成22年９月30日)及び前第３四半期連結累計期間(自 平成22

年１月１日　至 平成22年９月30日)

　海外売上高は連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。

　

EDINET提出書類

大倉工業株式会社(E00834)

四半期報告書

20/26



　

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

　当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、当社取締

役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社グループは、取り扱う製品・サービス別に事業活動を展開しており、「合成樹脂事業」、「新規材料事業」及び

「建材事業」の３つを報告セグメントとしております。

　「合成樹脂事業」は、ポリエチレンフィルム、ポリプロピレンフィルム等の合成樹脂製品の生産・販売、「新規材料

事業」は、光学機能性フィルム等の液晶表示関連材料の生産・販売、「建材事業」は、パーティクルボード、加工ボー

ド等の建築資材の生産・販売を行っております。

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第３四半期連結累計期間(自 平成23年１月１日　至 平成23年９月30日)

　 　 　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

合成樹脂
事業

新規材料
事業

建材事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 38,05515,6767,08360,8163,54864,364 ― 64,364

　セグメント間の内部売
　上高又は振替高

3 ― ― 3 369 372△ 372 ―

計 38,05915,6767,08360,8193,91764,737△ 372 64,364

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

2,831 600 △ 639 2,792 192 2,984△ 1,225 1,758

(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ホテル事業、木材加工事業、宅地造

成及び建物建築事業、情報処理システム開発事業及び不動産賃貸事業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△1,225百万円には、セグメント間取引消去０百万円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△1,225百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理

費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　

当第３四半期連結会計期間(自 平成23年７月１日　至 平成23年９月30日)

　 　 　 　 　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

合成樹脂
事業

新規材料
事業

建材事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

　外部顧客への売上高 12,0275,1072,46519,6001,32820,929 ― 20,929

　セグメント間の内部売
　上高又は振替高

0 ― ― 0 124 124△ 124 ―

計 12,0285,1072,46519,6011,45221,054△ 124 20,929

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

643 136 △ 194 585 103 688△ 437 250
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(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、ホテル事業、木材加工事業、宅地造

成及び建物建築事業、情報処理システム開発事業及び不動産賃貸事業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△437百万円には、セグメント間取引消去０百万円、各報告セグメントに配分してい

ない全社費用△437百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費で

あります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

(追加情報)

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平成21年３月27

日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号  平成20年３月21日)

を適用しております。

　

(１株当たり情報)

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年12月31日)

　 536.37 円
　

　 512.66 円
　

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
当第３四半期連結会計期間末
(平成23年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年12月31日)

純資産の部の合計額(百万円) 32,829 31,386

純資産の部の合計額から控除する金額(百万円) ― ―

普通株主に係る四半期末(期末)の純資産額(百万円) 32,829 31,386

１株当たり純資産額の算定に用いられた四半期末
(期末)の普通株式の数(千株)

61,207 61,223

　
２．１株当たり四半期純利益金額

第３四半期連結累計期間

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年１月１日
　至 平成22年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 19.96 円
　

１株当たり四半期純利益金額 28.73 円
　

(注) １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前３四半期連結累計期間
(自 平成22年１月１日
至 平成22年９月30日)

当３四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
至 平成23年９月30日)

四半期純利益金額(百万円) 1,222 1,758

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 1,222 1,758

普通株式の期中平均株式数(千株) 61,248 61,214
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第３四半期連結会計期間

前第３四半期連結会計期間
(自 平成22年７月１日
　至 平成22年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成23年７月１日
　至 平成23年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 5.98 円
　

１株当たり四半期純利益金額 4.10 円
　

(注) １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結会計期間
(自 平成22年７月１日
至 平成22年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成23年７月１日
至 平成23年９月30日)

四半期純利益金額(百万円) 366 250

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 366 250

普通株式の期中平均株式数(千株) 61,238 61,209

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
　

平成22年11月８日

大倉工業株式会社

取締役会　御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　北　　田　　　　隆　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　髙　　田　　　　武　　印

　
当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大

倉工業株式会社の平成22年１月１日から平成22年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成22年７月１日から平成22年９月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成22年１月１日から平成22

年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大倉工業株式会社及び連結子会社の平成22年

９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経

営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
　

平成23年11月９日

大倉工業株式会社

取締役会　御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　北　 田　　　　 隆　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　髙　 田　　　　 武　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　久　 保　　誉　 一　　印

　
当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大

倉工業株式会社の平成23年１月１日から平成23年12月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間

(平成23年７月１日から平成23年９月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年１月１日から平成23

年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四

半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大倉工業株式会社及び連結子会社の平成23年

９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経

営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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